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若年者の就労支援 

　「橋桁に横たわった時  ほっと  心が安らいだ」 
 

　この言葉を聞いてどういう方との歩みか。大体は察しら

れると思います。 

　始めの一報は、市の福祉総務の方から、内容は2月に居

宅されたホームレスの方の自立支援・就労支援でした。 

　ホームレスだった方の就労支援は初めてで、いろんな方

策を頭に浮かべながら、「どういう方なんやろ…」と心を踊

らせながら面談の日を迎えました。相談者（Kさん）と、私

に加え、生活保護の関係でケースワーカー同席の面談とな

りました。とても明るく初対面とは思えないほど気さくに

話をしてくれました。歩んできた生い立ち、ホームレスになっ

て8年間の生活をして感じてきたことも含め、短い時間で

はありましたが要領よく、いろいろと話をしてくれました。 

　話を聞く中で、まだまだ自立就労は困難で、人とのつな

がりや社会参加が必要と感じ、職業訓練を提案させていた

だきました。ちょうど委託訓練校（パソコン実務科）の募集

が近かった為、この内容を説明させていただいた上で、受

講応募の運びになりました。次の相談日は、地域就労支援

センターで面談ということで日程調整し職歴などを記すカー

ド・募集用紙をお渡し初回の面談は終わったのです。 

　次の日、相談に来られた時に学歴や職歴を見てビックリ

しました。かなりの学歴と職歴があり弁護士をめざしたが

挫折。法律事務所を何社か勤め最終後戻りした法律事務所

に戻ると確保されているはずだった居場所がなくなっていた。

家庭崩壊、仕事へのショック…。その事がきっかけで、「橋

桁に横たわった時ほっと心が安らいだ」。その言葉がすご

く印象的でした。 

 
 Ｋさんとの歩み 

　いろんな情報を提供しながら、Kさんとの歩みが始まり

ました。（財）大阪生涯職業教育振興協会（Ａ’ワーク創造館）

の「これから学級」の説明をKさんと共に受け、受講するこ

とになりました。「これから学級」とは、人と人のつながり、

自分の居場所づくり、年齢層の幅を広くつながりをもてる

様にともたれた講座です。後は委託訓練校の受講決定を待

つのみとなりましたが、応募者が多く抽選でハズレてしまい、

それが3月末～4月中旬のことで、その後連絡が途絶えて

しまったのです。 

　何度連絡しても電話がつながらない。いたたまれずケー

スワーカーに電話をしました。それは安否が気になったか

らです。ケースワーカーと連絡をとり家を訪ねました。地

図で捜しながら、やっと見つけたものの人がいる気配はない。

「もし家の中で倒れていたら」「Ａ河に戻ってしまったので

は」…。あっというまに時間が過ぎ、逢える事なくその場

を離れました。 

　生活保護費は振り込みになっていたため、それを窓口受

け取りにしたことで、どうにかケースワーカーはKさんと

接触できましたが、私との連絡は取れずじまいでした。A

河のあたりにという情報だけで、ちゃんと会って話がした

いとの思いで、再度、ケースワーカーと探しに行ったのです。

これが大変、あっちこっちウロウロ、テントを見れば河川

まで降りるその繰り返しでした。一時間以上はたったでしょ

うか。それらしき橋桁を見つけました。橋桁の下に住んで

おられる方に聞いたのです「Kさんという方知りませんか？」

返って来た言葉は「“いてるよ”。今廃品集めいってるわ。

電話かけたろか…」と、偶然少し待つだけでKさんと対面

することができたのです。 

　生きていてくれて本当に良かった。会えて良かったと本

当に思いました。Kさんは、照れ臭さそうに、「橋井さん

ゴメンナサイ」と…。責める訳でもなく、どうしてこうなっ

たのかな～から事情を聞くと「孤独」とアパートの大家さん

から聞こえてくる非難の言葉に絶えられなかったとのこと

でした。Kさんは一言私に約束してくれたのです。「携帯

の電源は入れておきます」と、それだけで十分でした。も

う一つは、とある場所でホームレスをしてきた8年間を語

ることになっているため原稿を書くと。それまで待ってく

ださいとのことでした。 

　原稿ができたら「一度見せてくださいね」「どんなだった

か感想聞かせて下さいね」。そんなふうに約束し、2時間

ほどお話をしその場を離れました。帰り自転車をこぎながら、

「この人には道がある。自尊感情を取り戻せる力がある」…。

いろんな方々と私を通じて出逢いを深めてほしいと思った

のがその場の感想です。 

  見せてもらった原稿はすばらしいものでした。「Kさんを

通じて他におられるホームレスの方の自立につながらない

かな～。架け橋になってくれないかな～」と…。勝手に身

体が動いていました。 

 
 もう後戻りはしない 

　これまで相談を持ちかけた多くの方々にご協力いただき

ました。本当にありがたいことです。Kさんが書かれた報

告書をもとに後日対談をもうけていただきました。就労は

長い道のりですが、いろんな方との出会いをもっていただ

いたことで、「もう後戻りしないと」約束してくれました。

展望が開けてきたような気がしました。 

　Ｋさんを通じてわかったことは、ホームレスの状況の厳

しさです。高齢化が進む中で、ホームレス自立支援法はあっ

ても今の状況では追いつかない。50才後半～65才の方が

多く自立の道は本当に厳しい。高齢の方の中には、テント

の中で、誰にも看取られることもなく、誰にも見つけても

らえる事なく亡くなり、何日も放置されたままの方を何人

も見てきた事など、淡々と話されたのが印象的でした。本

当に衝撃的な話でした。この話を聞いて私自身無力ですが

何か役に立つことが出来ればと心から思ったのです。 

　最後に私が事例報告をする時、必ず言うことがあります。

「相談にきてよかった」「ありがとう」という相談者の声を

聞いて、ホット胸をなで下ろし「この仕事」についてよかっ

たと思う反面、これが終わりではなく始まりで今後の見守

りが大切だと感じることです。 

　いろんな方々の相談があります。精神を病んでおられる方、

母子家庭の方、若年の方、その方々それぞれに対応の仕方

は違います。ただ言えることは、コーデイネーター一人だ

けではこの仕事をしっかりと進められないこと。それは自

分の資質やその向上の努力を軽くみるということではあり

ません。自分の責任の重さや、対応する人々の期待の深さ

を肌で感じるからです。これからも関係機関や各相談員と

の密な連携、それに地域での組織の支えや協力の中で、私

自身が中心になり、今まで通り頑張れる自分でありたいと

思います。 

　地域就労支援コーディネーターの活動を始めて4年目が

経過します。その間、いろいろな人たちと出会い、コーディ

ネーターとして悩み勉強させられたことが数多くあります。

その中から、若年者層の事例を紹介させていただきたいと

思います。 

 
 若年一人親家庭の母親の場合 

　若年者層と一言で言っても、いろいろなケースがありま

すが、今回は27歳女性のケースを紹介したいと思います。（属

性は若年一人親家庭の母親。子どもは8歳と5歳の男の子

2人）。経歴は高校を中退し1年半ほど働いていたが結婚を

したため退職。その後、婚姻期間中も1年ほどは働いた経

験はあるものの離婚し生活保護を受給するようになる。こ

ういった経過の中、彼女自身、このまま生活保護だけの生

活でいいのかと悩みケースワーカー（生活保護担当者）と相

談し、福祉介護の仕事に就きたいということでありました。

そして昨年の7月、八尾市地域就労支援センターに彼女が

来所し相談を受けました。初めてあったとき、「この人は、

介護職で働けるのだろうか？」という私自身不安でしたが、

話しを聴いていくうちに彼女自身、介護職として働きたい

という希望が高く、離婚して3年未満ということもあり「芦

原高等職業技術専門校委託訓練」の「福祉介護実務科」に誘

導し、無事、2級ヘルパーの資格を取得することができま

した。しかしながら、いざ働く段階になって、働くことに

対して長いブランクがあり、また実習で介護に対して若干

の不安があるとのことでした。そこで、八尾市産業振興課

の主催で行われている「福祉関連事業所合同求人説明会」で

つながりのある訪問介護事業所に求人募集をしているかを

確かめ面接をお願いし、無事働き出すことができました。

それから1ヶ月が経過したある日、彼女からセンターに電

話がかかってきて「働く自信がなくなってきた」ということ

であり、再度、彼女から話しを聴き、「働くこと」と「介護職」

という仕事に徐々に慣れるようにしてもらうために事業所

に再度お願いをしました。 

 
 コーディネーターの役目 

　今回のケースでコーディネーターとして考えさせられた

のは、若年一人親世帯の母親の多くは働いた経験が皆無に

等しく、いざ働くとなったときに不安が出てくることが多

いのであろうと感じました。それは、働いた経験のなさな

のか、働きながらの子育てに不安を感じているのか、その

不安を除去していくのを支援していくのがコーディネーター

の役目だと考えています。今回は、八尾市で行っている「福

祉関連事業所合同求人説明会」でつながりのある事業所に

お願いをし、就労支援の意義を理解していただいたために

彼女自身仕事ができているのだろうなと感じています。今

後は、コーディネーターとして、福祉施策の活用はもちろ

んのこと他の職種についてもつながりをつくっていかなけ

ればいけないと感じています。 

　最後に、彼女自身、現在は「1級ヘルパー」の資格取得を

めざし、将来的には「介護福祉士」「介護支援専門員」をめ

ざしてがんばっています。コーディネーターとして微力な

がら何か支援ができればと考えています。 


